
静
岡
・
土
橋
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
袋
井
市
土
橋
字
歳
別
当

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
四
月
―

一
九
八
五
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
袋
井
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
寺
田
義
昭

。
永
井
義
博

・
山
本
宏
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

土
橋
遺
跡
は
、
静
岡
県
の
西
部
、
磐
田
原
台
地
の
東
縁
を
流
れ
て
遠
州
灘

ヘ

注
ぐ
太
田
川
の
左
岸
に
位
置
す
る
集
落
跡
で
あ
る
。
年
代
的
に
は
、
弥
生
時
代

後
期
ｉ
古
墳
時
代
初
頭
を
中
心

と
す
る
遺
跡
で
は
あ
る
が
、
奈

良

。
平
安
時
代
の
遺
構

。
遺
物

も
多
く
、

「
国
厨
」

「
里
人
」

「
上
人
」
な
ど
の
墨
書
土
器
も

出
上
し
て
い
る
。

こ
こ
で
紹
介
す
る
木
簡
は
、

江
戸
時
代
中
期
の
宝
永

。
正
徳

の
年
号
を
記
す
も
の
を
含
み
、

第
八
調
査
区
の
溝
跡
Ｓ
Ｄ

一
〇
五
と
Ｓ
Ｄ

一
二
八
の
分
岐
点
付
近
の
杭
列
の
間

よ
り
合
計

一
五
点
出
上
し
た
。
土
橋
遺
跡
の
溝
跡
は
地
形
的
な
制
約
の
た
め
か
、

弥
生
時
代
に
始
ま
っ
て
各
時
代
の
溝
跡
が
重
複
、
ま
た
は
隣
接
し
て
お
り
、
本

遺
構
も
古
墳
時
代
初
頭
の
溝
跡
に
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

出
土
木
筒
の
特
徴
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

一
、
①
の

「
宝
永
七
年
」
盆

七
一〇
）
と
、
⑪
の

「
正
徳
四
年
」
盆

七
一
四
）

は
、
共
に
江
戸
時
代
中
期
の
年
号
で
あ
る
。
二
、
文
字
資
料
の
製
作
者

。
使
用

者
と
出
土
地
と
の
関
係
が
切
ら
か
で
あ
る
。
一云

内
容
は
、
観
音
経
の
一
節
で
、

「
鳶
具

一
切
功
徳
…
…
」
と
経
文
の
後
半
部
分
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
四
、
江

時
代
中
期
の
民
俗
事
例
と
し
て
は
、
全
国
的
に
も
数
少
な
い
例
で
あ
る
う
。

木
簡
は

一
括
出
上
で
あ
り
、
比
較
的
多
量
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で

あ
る
が
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
不
明
の
点
が
多
い
。
そ
こ
で
、
類
似
す
る
民

俗
事
例
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
雨
乞
い
が
あ
る
。　
一
般
的
に
は
、
雨
乞
い
は

馬
や
牛
の
首
を
切

っ
て
池
や
沼
に
沈
め
た
り
し
た
が
、
こ
こ
で
は
写
経
に
よ
っ

て
雨
を
得
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
濤
の
堰
に
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
興
味
深
い
例
で
あ
る
。
他
に
は
、
川
施
餓
鬼
あ
る
い
は
流
灌
頂
の
例

も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
難
産
で
母
と
子
が

一
緒
に
死
ん
だ
場
合

に
限

っ
て
小
川
の
中
や
、
道
端
に
卒
塔
婆
を
立
て
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
可
能
性
は
少
な
い
が
、
た
ん
に
濤
の
上
止
め
の
杭
の
補
強
材
と
し
て

使
わ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

(磐 田)



14)  (3)  (2)  (1)文
字
の
解
読
に
は
、
浜
松
市
立
博
物
館
の
赤
外
線
テ
レ
ビ
を
使
用
し
、
実
測

図
作
成
に
は
ニ
シ
オ
グ
ラ
フ
を
使
用
し
た
。　
一
五
点
の
資
料
は
、
現
在
、
働
元

興
寺
文
化
財
研
究
所
で
保
存
処
理
中
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

袋
井
市
教
育
委
員
会

『
土
橋
遺
跡
―
基
礎
資
料
編
』
盆

九
八
五
年
）
（永
井
義
博
）

△
〓
電
具
一
切
功
徳
慈
眼
視
衆
生
福
衆
海
無
量
是
故
應
頂
礼
夫
似
相
当
今
月
斯
日
伏
仁
本
窓
体
然
禅
定
関
百
ケ
忌
辰
大
〔邸
配
万
行
首
榜
厳
□

俗
８
じ
ｘ
導

具
□
恨
以
助
無
上
心
憂
以
大
日
本
国
東
海
道
遠
江
国
山
名
郡
土
橋
村
居
住
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（葺
∞γ
鴛

日
回
至
究
党
彼
岸
者
也
施
主
敬
白
宝
永
七
年
寅
正
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（８
ｏｙ
＄

（ｈき
Φ
）
Ｘ
嗚
∞

〔徳

≧

　

　

　

　

　

　

〔孫

子
敬

白

≧

□
□
□
□
□
□
□
□
究
党
彼
岸
者
也
正
□
四
年
亥
□
月
十

一
日
□
口
□
□

||
〕|,

IΥ

1986年出上の木簡




